
 

 

 

英語多読とは、英語の本をたくさん読んで英語力を身につけて行く

方法ですが、勉強ではありません。さし絵の助けを借りながら、物語

の世界に入り込み、主人公たちと笑ったり、怒ったり、ちょっぴり悲

しんだりします。それでも一定期間続けると、気づかないうちに英文

を楽に読めるようになっており、TOEIC等で測定できる英語運用能力

の向上が期待できるのです。 

 

 

 

 

多読は、下記の３原則に従って、やさしい英文から読み始めます。 

（１）辞書を引かない 

日本語を気にせず、英文から直接内容を理解しなければ英文読書は楽

しめません。辞書を引いてしまうと読書を中断してしまうので、やさ

しい絵本から始めましょう。 

（２）わからないところは飛ばす 

日本語の小説で、知らない単語を読み飛ばすように英文を読みます。

和訳せず、英文から直接情景を思い浮かべる読み方が多読の特徴です。 

（３）進まなくなったらやめる 

読書が進まないのは、難しい本、趣味の合わない本を選んだからです。

最後まで読もうとせずに、もっとやさしい本、趣味の合う本、おもし

ろいと思える本を手に取ります。 

 

 

 

 

数百冊の絵本を読んで、読書量がのべ３０万語になる頃、やさしい

英文なら和訳せずに楽しめることを実感できます。１００万語読む頃

には、快適に読める英文を自分で判断できるようになります。また、

TOEIC得点でも顕著な変化を期待できます。 
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